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大学としての全体評価 

四天王寺大学短期大学部は、聖徳太子が推古元年（西暦 593 年）に四天王寺を

創建し、敬田院を設立された精神「帰依渇仰 断悪修善 速証無上 大菩提処」

を建学の精神とし、聖徳太子が制定された十七条憲法に準拠して学園訓を制定し

ている。本学創設以来、十七条憲法の第一条「和を以て貴しとなす」に象徴され

る「和の精神」により道徳観・倫理観を涵養し、自己を磨く教育を実践してき

た。利他の心をもち、磨き上げた自己の知識・技能をもって人々に寄り添える人

材を育成することは本学の使命である。  

本学の教員養成の理念は、この「建学の精神」を踏まえて仏教精神を基盤にお

いた幼稚園教諭を養成することにある。聖徳太子の仏教精神をもとにした仏教保

育の理念と方法を体得し、人間性豊かで慈愛に満ち、受容性と共感性に富む幼児

教育の専門職としての基礎的実践力を身につけた人材の養成を目標としている。

グローバルな視点がますます必要となってきた現代社会における幼児教育者とし

ての役割を自覚し、仏教保育の理念を理解したうえで、子どもや保育に関する基

礎的・基本的な知識の理解と、適切な思考・判断・技術に基づいた保育実践力を

身につけることを目指している。  

本学では、保育科に幼稚園教諭養成課程を設置している。上記の幼稚園教諭の

育成に向けて保育科、キャリア委員会、キャリアセンター等の教職員間で連携し

ながら、幼稚園教諭養成カリキュラムの編成、実施とその評価、改善を通して本

学の幼稚園教諭養成教育の質のさらなる向上を図っている。  

四天王寺大学短期大学部 

学長 須原 祥二 
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Ⅰ 教職課程の現況及び特色 

 １ 教職課程の現況 

（１） 大学名：四天王寺大学短期大学部 

（２） 学科名：保育科 

（３） 所在地：大阪府羽曳野市学園前 3 丁目 2-1 

（４） 教職課程の履修者数及び教員数 

➀ 教職課程の履修者数      令和 7 年度（令和 8 年 3 月 1 日現在） 

学部 学科名 教科 免許種 
教職課程履修者数 

合計 
1 年 2 年 ３年 ４年 

- 保育 - 幼 2 種 48 37 - - 85 

※1 年次生は希望免許登録者数、2 年次生は一括申請者数 

 

    ➁   教員数 

 教授 准教授 講師 助教 その他 

教員数 4 2 3 0 0 

備考： 

（５） 卒業者の現況 

                   令和 6 年度卒業者（令和 7 年 5 月 1 日現在） 

学部 学科 

就 職 先 状 況 

認定こども園 幼稚園 小学校 中学校 高等学校 特別支援学校 

正規 他 正規 他 正規 他 正規 他 正規 他 正規 他 

短期 

大学部 

保育 28 1 2 0 - - - - - - - - 

 

２ 特色 

四天王寺大学短期大学部保育科は聖徳太子が敬田院を設立された精神、

すなわち宗教的情操教育によって人格の陶冶を図り、広範にして深い知識

と高い技術・技能を教授することによって人格の形成に資することを目的

として、開学以来、社会に有為な人材の育成に努めている。従って、教員

養成に対する理念は、この「建学の精神」に基づいて、地域社会の学術・

教育・文化・福祉などの振興と発展に寄与することである。これに基づい

て、本学は、仏教精神を基本とした幼稚園教諭の養成を行っている。 

教育課程の編成、教育内容については、1・2 年次生合同で学ぶ「保育実

践演習Ⅰ～Ⅳ」を中心にカリキュラムを構成し、保育の本質を捉え、仏教

保育の理念に基づいた子ども観を基礎とした専門的な実践力を身につける
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四天王寺大学短期大学部 

ことを目指している。そして、系統的に分類した 6 つの科目群について、

基礎・基本から応用・発展へ、また、確実な知識・技術の修得から課題解

決力を培う探求型の学修態度の育成へと、確実に保育実践力を自ら身につ

けていくことができるように、各専門科目を年次配置している。また、幼

稚園教諭 2 種免許状および保育士資格取得を基本的な考えとしていること

もあり、個人差の大きいピアノ演奏能力については、大学入学前から「ピ

アノ初心者向け基礎講座」の実施をし、キーボードの貸し出しを行いつ

つ、入学後も個人指導を行い、現場で要求されるピアノ演奏能力を授けて

いる。 
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四天王寺大学短期大学部 基準領域１ 

  

 

 

Ⅱ 基準領域ごとの教職課程自己点検・評価  

 

基準領域１ 教職課程に関わる教職員の共通理解に基づく協働的な取り組み 

 

基準項目１－１ 教職課程教育の目的・目標を共有 

〔現状〕 

「卒業認定・学位授与の方針」「教育課程の編成・実施の方針」を踏まえて教

職課程教育の目的・目標を設定し、「教員養成の目標及びめざす教員像」や「履

修系統図」、「保育科専門科目  セメスター別学習テーマ」を公式ホームページや

履修要覧、ガイダンス等で学生及び教職員に周知している。  

また、「履修カルテ」を作成する中で幼稚園教諭を志望する理由・動機を明確

にし、履修した教職関連科目や教育実習での学びを振り返ることで学修成果を明

確にするとともに、今後どのような学修が必要かを確認している。そして、「保

育・教職実践演習（幼稚園）」にて教員として必要な資質能力が形成されたかの

確認を行う際に活用している。 

 

〔優れた取組〕 

  「保育・教職実践演習（幼稚園）」において専任教員全員で協働実施すること

や学科会議などを通じて関係教員が教員養成の目標やめざすべき教員像を共

有し、適切に計画された教育課程で計画的に教職課程教育を実施している。 

教職課程の運営においては、日常的に全学的な取り組みを展開するために、

重要事項を審議する最高機関である教育研究評議会、教授会をはじめ、教職課

程の運営と質向上を目的とする教員養成カリキュラム委員会（委員長：教務部

長）や教務委員会、教員採用試験にかかわる学生相談や対策講座を遂行する教

職支援委員会（委員長：教職教育推進センター長）など、教職員が協働する全

学的な組織体制を充実させることで、教職課程の質の向上を図っている。 
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四天王寺大学短期大学部 基準領域１ 

  

 

 

〔改善の方向性・課題〕  

「卒業認定・学位授与の方針」に照らして学修成果を評価するとともに、改

善点や課題を関係教員で共有し、より充実した教育課程の実施を図る。  

「履修カルテ」においては、令和 7 年 11 月の学生ポータルサイトの変更に

伴い、入力場所・方法などの問い合わせが一時的に増加した。特に学生にとっ

て使いやすいものとなるようより良いマニュアルの作成を行うとともに、あら

ためて「履修カルテ」が持つ意味を伝えることも含めて、丁寧かつきめ細かな

指導を行っていく。 

 

＜根拠となる資料・データ等＞ 

・資料１－１－１：  

四天王寺大学公式ホームページ（教育研究上の目的・3 つのポリシー等） 

【https://www.shitennoji.ac.jp/about/policy/】 

・資料１－１－２： 

令和 7 年度履修要覧 

  【https://www.shitennoji.ac.jp/student/rishuyoran/】          

・資料１－１－３： 

令和７年度保育科学科会議議事録  

 

基準項目１－２ 教職課程に関する組織的工夫  

〔現状〕 

教員養成に関わる全学的な委員会組織として、教職課程の運営と質向上を主

な目的とする教員養成カリキュラム委員会（委員長：教務部長）と、学生が教

育職に就くための活動支援を主な目的とする教職支援委員会（委員長：教職教

育推進センター長）を設置している。教員養成カリキュラム委員会は、教職課

程を設置する学部・学科の教員、教職に関する科目の担当教員および教務課長

で構成されており、教職科目の編成や適切な実施に向け、事務職員と学部・学

科の教職課程担当教員で役割分担をする協働的な体制を構築している。  

教職支援委員会は、教職課程を設置する学部・学科の教員、教職教育推進セ
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四天王寺大学短期大学部 基準領域１ 

  

 

 

ンター長で構成されており、教員採用試験にかかわる学生相談や対策講座を遂

行するため、取組の立案・報告、今ある課題などから自己点検・評価を行うと

ともに、課題対応についての検討を行っている。  

事務局組織として、教務部では教員免許状取得に向けた履修相談や一括申請

業務などを行い、教職教育推進センターでは実習業務やガイダンスの開催を行

い、キャリアセンターでは教員採用試験に関する支援や、求人情報の提供など

を行っている。学生への情報提供、支援について円滑かつ多面的に行われるよ

う教職支援委員を中心に、各部署職員と保育科教員とが密に連携を図れる体制

を取っている。  

 

〔優れた取組〕 

ＦＤ活動の一環として実施している授業相互参観や授業評価アンケート（年

2 回・各学期末に実施）の結果を受け、教員が授業改善を検討・提出し、次年

度の授業に反映させることで、教職課程における授業の質向上に努めている。    

また、教育現場での実務経験の豊富な専任教員が中心となり、複数担任制を

とることで、学生の教育実践力の向上、教育実習等の運営、教職課程への支援

を組織的に実施している。 

 

〔改善の方向性・課題〕  

  ＦＤ（授業・カリキュラム改善、教育・学生支援体制の整備等）やＳＤ

（教職員の能力開発）の取り組みを推進し、学生の質や社会の動向に応じた

教職課程の改善に努める。 

教職教育推進センターに保育科教員が所属していないことから教職支援委

員が多くの役割を担い、その負担が大きいことが課題としてあるが、令和 8

年度より新たに保育実践センターを開設することで、教員の役割分担が適正

化され、よりきめ細やかで手厚い支援体制を構築することが期待できる。  
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四天王寺大学短期大学部 基準領域１ 

  

 

 

＜根拠となる資料・データ等＞ 

 ・資料１－２－１： 

四天王寺大学・四天王寺大学短期大学部教員養成カリキュラム委員会規程  

・資料１－２－２： 

四天王寺大学・四天王寺大学短期大学部教職支援委員会規程  

・資料１－２－３： 

  四天王寺大学・四天王寺大学短期大学部 保育実践センター紹介チラシ  
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四天王寺大学短期大学部 基準領域２ 

 

 

基準領域２ 学生の確保・育成・キャリア支援 

 

基準項目２－１ 教職を担うべき適切な学生の確保・育成 

〔現状〕 

本学における「卒業認定・学位授与の方針」「教育課程の編成・実施の方針」

を踏まえた「教員養成の目標及びめざす教員像」を公式ホームページおよび履

修要覧等において学内外に向けて発信し、教職課程を設置する保育科の「入学

者受入れの方針」に基づいた学生募集および選考を実施している。その中で、

オープンキャンパスでの学科説明およびミニ授業・在学生との交流や、高校生

向けの職業別ガイダンスに参加する中での説明を通じて、求める人物の確保を

図り、入学者のおおよそ全員が教職課程の履修を希望している。  

 

〔優れた取組〕 

学生募集にかかわって、入試ガイダンス等で在学生や卒業生に教職のやりが

いや教職課程の興味深さを語ってもらうなどの協力のもと、本学教職課程で学

ぶことがふさわしい学生の確保に努めている。  

また、保育科教員より授業内外において日々個別指導を行い、とりわけ「履

修カルテ」作成に取組ませることで学生自身が、“これまでの自分からこれか

らの自分”について向き合うことができている。  

 

〔改善の方向性・課題〕  

18 歳人口の減少に加えて短大離れが進展する中で、教職のやりがいや興味

深さを大学公式ホームページや公式インスタグラム等で発信し、本学教職課程

で学ぶにふさわしい学生の確保に一層努める。  
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四天王寺大学短期大学部 基準領域２ 

 

 

＜根拠となる資料・データ等＞ 

・資料２－１－１：  

四天王寺大学公式ホームページ（教育研究上の目的・3 つのポリシー等） 

【https://www.shitennoji.ac.jp/about/policy/】 

・資料２－１－２：  

令和 7 年度履修要覧 

【https://www.shitennoji.ac.jp/student/rishuyoran/】 

・資料２－１－３： 

四天王寺大学公式ホームページ（教員養成の目標及びめざす教員像） 

  【https://www.shitennoji.ac.jp/about/disclosure/teacher-training/】 

 

 

基準項目２－２ 教職へのキャリア支援 

〔現状〕 

本学はクラス担任制を採用しており、クラス担任が個別に学生と面談を実施

して、学生の教職に対する意欲や適性を把握している。学科は、キャリアセン

ター、キャリア委員会と連携し、幼稚園教諭の実務経験を有する国家資格キャ

リアコンサルタントの専任職員が、学生の希望等に応じて採用試験に向けて面

談・実技指導等を実施している。  

 

〔優れた取組〕 

教員採用試験対策を主な内容とした科目「保育教科演習」を開講し、主に公

立園対策として各自治体の出題傾向に合わせた指導を行うことで、教職キャリ

ア支援を実施している。私立園採用試験対策においても、実技指導、面接指導

を専任教員が積極的に行い、認定こども園・幼稚園への就職を支援している。 

 

〔改善の方向性・課題〕  

18 歳人口の減少に加えて短期大学離れが進展し、多様な学生が入学する現状

に対応して、キャリア支援の在り方を改善できる体制を整えるよう努める。  
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四天王寺大学短期大学部 基準領域２ 

 

 

＜根拠となる資料・データ等＞ 

・資料２－２－１：  

四天王寺大学短期大学部キャリア委員会規程 
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四天王寺大学短期大学部 基準領域３ 

 

 

基準領域３ 適切な教職課程カリキュラム 

  
基準項目 ３－１ 教職課程カリキュラムの編成・実施 

 

〔現状〕 

保育科の目的を踏まえ、保育科のカリキュラムにおいて教職課程の科目と保育

士資格課程の科目の系統性を確保した上で、コアカリキュラムに対応する教職課

程カリキュラムを編成している。また「建学の精神」を学ぶ基礎教育科目の「和

の精神Ⅰ・Ⅱ」の修得を必須とすることで、2 年間で取得希望免許に関する専門

知識だけではなく、「和の精神」に基づいた慈愛に満ちた保育者としての心構え

と態度を身につけた人間性豊かな教員の育成を目指している。  

教職課程における学びの軌跡とともに自身のこれからの学びに対する意欲、

姿勢づくりのため、各学年終了時や、実習前・終了時など節目に「履修カルテ」

作成を行なっている。振り返りから次のステップにつなげていくという内発的

動機づけにより、“学びの継続”につながっている。  

 

〔優れた取組〕 

保育科のコア科目である「保育実践演習Ⅰ～Ⅳ」において、異学年交流や地域

の保育現場と連携したアクティブ・ラーニングによる教育を実施している。この

科目では、保育実践力を身に付ける意欲を高め、慈愛に満ちた保育者としての態

度を培うことができるよう、保育科全教員がチームティーチング制で指導にあた

り、学生の学びを推進している。  

 

〔改善の方向性・課題〕  

2 年間で幼稚園教諭 2 種免許状と保育士資格の取得をめざすため、履修上限一

杯の履修が必要になる場合がある。学生の負担軽減に向けてカリキュラムのスリ

ム化の検討や、時間割編成を工夫していく必要がある。  
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＜根拠となる資料・データ等＞ 

・資料３－１－１：  

令和 7 年度 履修要覧 

【https://www.shitennoji.ac.jp/student/rishuyoran/】 

・資料３－１－２：  

シラバス照会 

【https://unipa.shitennoji.ac.jp/uprx/up/pk/pky001/Pky00101.xhtml】 

 

 

基準項目  ３－２ 実践的指導力育成と地域との連携 

〔現状〕 

1 年次夏学期開講の「保育実践演習Ⅰ」においては、近隣の幼稚園・保育園に

赴き、子どもたちと触れ合うことで、保育現場を知るきっかけとしている。また、

1 年次冬学期開講「保育実践演習Ⅱ」では、グループでペープサート、人形劇な

どを用意して、近隣の保育現場で上演をするなど、地域の保育現場との繋がりの

中で、保育の実践的指導力を育成する機会を全学生に対して設けている。  

 

〔優れた取組〕 

近隣の園児を学内に招待し、保育表現あそびを共にする機会を設け、保育者と

しての立場で子どもへの援助を行うことで、実践的指導力の育成に役立てている。

また、プロの人形劇団を学内に招き、その上演を地域の園児と鑑賞することで、

子どもの表現受容について体験的に学ぶ機会を全学生に対して設けている。  

 

〔改善の方向性・課題〕  

今後はキャンパスの開放などで、さらに地域現場との連携を深め、学生が体験

的に実践指導力を身に付ける機会を設ける。令和 8 年度からの保育実践センター

の開設により、地域の園児・親子との接点がより増えることが期待できる。  
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四天王寺大学短期大学部 基準領域３ 

＜根拠となる資料・データ等＞ 

・資料３－２－１：

シラバス照会

【https://unipa.shitennoji.ac.jp/uprx/up/pk/pky001/Pky00101.xhtml】  
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Ⅲ．総合評価（全体を通じた自己評価）  

   

本学の教職課程は、聖徳太子の敬田院に由来する建学の精神に基づき、宗教的

情操教育および人権教育を基盤とした人格形成を重視しながら、教員として必要

な専門的知識・技能と実践的指導力を備えた人材の育成を目的として体系的に運

営されている。教員養成の目標およびめざす教員像は、「卒業認定・学位授与の

方針」および「教育課程編成・実施の方針」との整合のもとに設定されており、

大学公式ホームページや履修要覧、ガイダンス等を通じて学生や教職員、学外に

周知している。また、保育科会議、教授会、教員養成カリキュラム委員会、教職

支援委員会、キャリア委員会等の会議体を通じて教職員間で共有され、教職課程

教育の質向上に向けた組織的な取組を継続的に行っている。  

教職課程の運営においては、保育科、教務部、教職教育推進センター、キャリ

アセンター等の関係部署が連携し、履修指導や各科目の授業、教育実習、学外学

修活動、公・私立園の教員採用試験対策などで連携する体制を整備している。履

修カルテの活用を通して学生の学修状況や成長過程を継続的に把握し、幼稚園教

諭になることへの動機付けや自己省察を促す仕組みを構築している。さらに、希

望自治体・園の採用試験対策として、出題傾向に合わせた指導や実技指導、面接

指導など教職へのキャリア形成を支援する取組も実施している。以上のことによ

り、本学の幼稚園教諭の教職課程教育は着実に成果を挙げていると考える。  

今後の主な改善課題として 2 点ある。1 つ目がカリキュラムのスリム化である。

2 年間で幼稚園教諭免許状と保育士資格の取得をめざすため、現行カリキュラム

では履修上限一杯の履修が必要となっている。学生の負担軽減を行い、それによ

り幼稚園教諭に求められる資質能力を学生に確実に育てるために重要な課題で

ある。2 つ目として、学生が体験的に実践的指導力を身につける機会を充実させ

ることである。令和 8 年度の保育実践センターの開設により、実践的学修機会を

カリキュラム等にさらに盛り込むことにより、理論と実践を往還する教育を体系

的に展開する。  
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Ⅳ 「教職課程自己点検・評価報告書」作成プロセス 

令和７年６月 教職教育推進センターおよび教務部にて打合せを行い、「令和 

７年度教職課程自己点検・評価報告書」の作成プロセスを確認  

 した。  

令和７年７月 教員養成カリキュラム委員会を開催し、令和７年度教職課程自 

己点検・評価報告書」の作成プロセス等の確認を行い、審議の

結果、承認された。 

令和７年 12 月 教職教育推進センター及び教務部より教職課程を有する各学 

部・学科に「令和７年度教職課程自己点検・評価報告書」の作

成依頼を行い、報告書（案）の作成を開始した。 

令和８年３月 各学部・学科からの報告書を教職教育推進センター及び教務部

で集約・編集した後、学長へ大学としての全体評価の作成依頼

を行い、報告書（案）を作成した。  

その後、教員養成カリキュラム委員会にて報告書（案）を審議 

し、意見の反映を行ったうえで、「令和７年度自己点検・評価 

報告書」（案）の完成とした。 

令和８年６月 全学的な審議機関である教育研究評議会において審議し、承認 

を得たうえで、本学ホームページにおいて公表した。 
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